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【実践事例】

○実践学級  K小学校 第6学年A組 35名

○実施時期  令和2年 11月 上旬

○内容項目 (3)一人一人のキャリア形成と自己実現

ア 現在や将来に希望や目標をもつて生きる意欲や態度の形成

○題材 在 りたい自分になるためにできること

○実践前の準備

テキス トマイニングとは、日経 リサーチによると「文章を定量的に扱 うための分析手法

であり、アンケー トの自由記述や、コールセンターヘの問い合わせ内容、Twitterな どSNS

でのクチコミ分析といった分野で活用されている」とされる。現在、企業向けのテキス ト

マイニングが数多く開発され、市場調査等の目的で近年幅広く活用されているが、この授

業実践において活用したのは、株式会社ユーザーローカルの 「AIテ キス トマイエング」

(https://textmining.userlocal.jp/)で ある。

さらに、日経 リサーチによると、テキス トマイニングの利用に適 している活用シーンは、

「①全体像を把握する」「②特徴を抽出する」の 2点である。このことから、テキス トマ

イニングの特性を生かし、第 6学年 A組 35名 分の個人のめあてを解析すれば、日標達成

への意識の全体像や特徴、つまり子供たちが在 りたい自分になるために必要だと意識す

る視点を抽出することができると考えた。この視点は、アンケー トなどで教師から意図的

に与えられた視点とは異なり、子供たちの実生活の中から紡ぎ出された視点である。この

視点をもとに、これまでの自分について振 り返つたり、これからの自分を展望したりする

ことができるような授業を展開すれば、在 りたい自分になることを目指した子供たちの

自主的・実践的な活動につながるだろうと考えた。

また、AIテ キス トマイエングは文章を入力すると多様な解析結果が返されるが、今回、

子供たちの意識の分析方法として活用したのは、「ワー ドクラフ ト」と「共起キーワー ド」

である。ワー ドクラフトとは、「スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応 じた大き

さで図示するもの」である。スコアとは、与えられた文書の中でその単語がどれだけ特徴

的であるかを表すものである。また、単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、

赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表す。共起キーワー ドとは、「文章中に出現

する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図」であり、出現数が多い語ほど大きく、

また共起の程度が強いほど太い線で描画される。AIテ キス トマイニングを活用し、ワー

ドクラフ トと共起キーワー ドから子供たちの意識を分析することを試みる。

以上のような動機と目的、AIテ キス トマイニングを活用した分析方法から、第 6学年

A組 35名分の個人のめあてを 1つの文章として入力し、ワー ドクラフ トと共起キーワー

ドによつて解析 した結果が次の【資料 1】 【資料2】 である。



ワー ドクラフ トの解析結果

か ら、「あいさつ」への意識が最

も高いことが分かる。その他、

名詞、つま り行為の対象 として

は「ノー ト」「下級生」「整理整

頓」などへの意識が高い。動詞、

つま り行為 としては「(手 を)挙

げる」「(友達の考えに)付け加

える」といつた「発表す る」「意

見を聞く」ことへの意識が高い

ことが分かつた。

さらに、共起キー ワー ドをも

とに単語 の出現パ ター ンを解

析す ると、「あい さつ」について

は、声の大きさや相手への意識

が高いことが分かる。また、「ノ

ー トがきれいに (丁寧に)ま と

める」「友達や先生の意見や考

えを聞 く」「下級生に優 しく接

する」などへの意識が高いこと

が分かった。以上の解析結果か

ら明 らかになつた第 6学年 A組

35名 が在 りたい 自分になるた

めに必要だ と意識す る視点 を

起点 とす る授業を構想 し、実践

した事例を以下に述べる。

○授業実践

導入段階では、AIテ キストマイエングについて説明した後、電子黒板に上記の 【資料

1】 【資料 2】 を提示した。以下、導入段階のTC記録である。
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【資料1ワードクラフトの解析結果】
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【資料2共起キーワードの解析結果】
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みなさんの「個人のめあて」を入力してAIで 分析してみましょう。(【 資料 1】 提示)

おぉ 1挨拶か、やっぱり挨拶。

だって○○係があいさつ運動を しているもんね。

そうだね。挨拶の他にみんなが意識 しているものは何だろう。

下級生、整理整頓、ノー ト、…

最上級生として色んな視点を意識 しているんだね。キーワー ドごとの関連はどうだろう。 (【 資料 2】 提示 )

相手の気持ちや声の大きさを意識 して挨拶する

下級生のことを考えて優 しく接する

友達や先生の話を しっか り聞 く

達の意見をノT卜 に書 く



上記の TC記録 を考察す ると、子供たちが学校生活で 目標達成のために意識 している視

点を自ら獲得できたこと (Cl～ C3)やその具体的な行動について考えることができた こと

(C4～C7)が うかがえる。このよ うな子供たちの発言をもとに、これまでの自分を振 り返

り、これか らの自分を高めていくための視点を「挨拶・下級生・整理整頓 。ノー ト・聞 く・

学力」6つ に整理 した。また、視点に応 じた具体的な行動 として「相手の気持ちや声を意

識 して挨拶ができているか」などを設定 し、Ooogleのスプ レッ ドシー トで作成 した個票

(【 資料 3】 )に タブレッ トで自己評価 (10段階スケール)を行つた (赤枠 )。 さらに自己

評価の結果をレーダーチャー トで客観視 させなが ら、各 自、「特に伸ば したい視点」を決

めさせ、小集団で「在 りたい 自分になるために取 り組むこと」を話 し合 う活動を仕組んだ

(青枠 )。 以下は、時間外になつたが、話合い活動をもとに各 自が考えた 「在 りたい 自分

になるために取 り組むこと」をスプ レッ ドシー トに入力 し、タブか ら選択できるようにシ

ステム化 された「これか ら自分が取 り組む こと」に在 りたい 自分になるための具体的な行

動 目標 を意思決定できるようにした (緑枠 )。 また、実践後には自分の成長が実感できる

ように実践後の自己評価が レーダーチャー トに反映 され るよう支援 した。
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lD 名前 あいさつ 下級生 整理整頓 ノー ト   聞 く 学力

1 5 6 4 10 6 10
みんなの平均

実践後の自分

在りたい自分 (2学期のめあて) 今、取り組んでいること

授業の時友達の意見 と比べながら考えをまとめる

最高学年 として低学年の手本 となる

友達のよさを認め自分の考えに取 り入れる

五分前着席  あいさつ

自分か ら行動できる自分

を整蜘 する

主勉強 5崎 問

を見てあいさつ

特に伸ばしたい視点 これから自分が取り組むこと

あいさつ デ狡を明るくするために数室移動のときにあいさつを

在りたい自分になるために取り組むべきこと

自分も相手も気持ちよくなれるようにいつでも挨拶をす

自分のために家で自主勉強をできるだけする

自分と相手のために整理整頓を心がける

【資料3スプレッドシートを活用した個票】

○成果と課題

AIテ キス トマイニングを活用して、子供たちの意識を分析 した結果をもとに授業実践を

行つたことは、教師の主観や経験を基にする感覚的な見取りにより意図的に構成された

授業とは違つた子供たちの自主的・実践的な反応を引き出すことができた。授業後の子供

たちの感想、実践の様子からも意欲的に学習に取り組んだことが分かつた。しかし、自主

的・実践的な活動につながつた要因はテキス トマイエングによるものだけではなく、AIや

タブレットの活用という目新しさも起因していたことも考えられる。今後は、テキス トマ

イニングなど ICT技術を特別活動にも積極的に取 り入れた実践事例を増やしつつ、その

効果についても検証していく必要があると考える。


